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電力系統出力変動対応技術研究開発事業への参画
展望

1 はじめに
　東日本大震災以降，我が国のエネルギー政策は根本から
見直されることとなり，再生可能エネルギーに対する国民の
期待はこれまでにないほどに高まっている。
　天候の変化に伴い出力が変動する風力発電や太陽光発
電等の再生可能エネルギー電源を大量に電力系統に連系す
ると，電力品質等 , 需給運用上の技術的な問題が発生する
ことが予想される。再生可能エネルギーを最大限に活用する
ためには，天候の変化による出力変動を予測，制御するなど
によって電力系統への影響を低減する必要がある。そのた
めには，シミュレーションによる電力系統の安定運用に資す
る技術開発を行うとともに，実際の電力系統における実証を
行い，需給運用面の課題を解決していくことが重要である。
　東光高岳は，これらの研究開発事業を行うために国立研
究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構（以下，
ＮＥＤＯ）が公募した「電力系統出力変動対応技術研究開
発事業」（1）（2）の委託事業者として，ＮＥＤＯより業務委託
契約を締結した7法人（再委託事業者を含めて14法人）とと
もに参画し，図1に示す体制で2014年6月から2019年3月ま
での5年間で研究開発を推進する。
　本事業においては，電力の需給運用に影響を与える風力
発電の急激な出力変動（以下，ランプ）に着目し，ランプ予測
技術，風力制御技術や蓄エネルギー制御技術（以下，出力変
動制御技術）を確立する。また，再生可能エネルギーが電力
系統に大量導入された 2030 年頃を見据え，余剰電力の発
生，周波数調整力不足などの技術的課題とその課題解決策
を明らかにするために，ランプ予測技術や出力変動制御技
術を考慮した需給シミュレーションシステムを開発し，実際
の電力系統にて課題解決策の実証を行う。
　本稿では，本事業の概要と東光高岳としての取組みについ
て紹介する。

2.3　需給シミュレーションシステム開発
　大量の再生可能エネルギーの系統連系の可能性を検
討するために，風力発電のランプ予測技術と出力変動制
御技術に加え，先行のプロジェクトの成果である太陽光
発電出力予測や蓄電池等を活用した系統安定化技術，
調整電源・蓄エネルギーの最適な運用手法等によって，
連系制約の改善や複雑な多地域連系系統での評価が
可能となる需給シミュレーションシステムを開発する。
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2.1　ランプ予測技術／出力制御技術 
　現行の予測モデルにおけるランプ予測の問題点を明確に
するため，風力発電と気象のモニタリングを行うとともに，
各種予測手法のアプローチにおけるベンチマークテストを
実施し，ランプ現象の発生要因をパターン化し，それぞれの
精度を解析する。また海外では，複数の予測モデルを使用
することで予測精度を向上させていることから，気象や風
況，統計などさまざまなアプローチからランプ予測モデルを
開発する。開発した複数のランプ予測モデルの実証試験を
行い，予測の信頼性評価・モデル改良を行うことで，実際
の需給運用においても利用可能な予測精度を達成する。

2.2　風力制御技術／蓄エネルギー制御技術開発
　再生可能エネルギーの大量導入を実現するためには，系統
側の出力変動対策だけではなく，発電側も出力変動対策に取
り組む必要がある。予測情報を活用した蓄エネルギー制御技
術や風車ピッチ角の先行制御，複数ウィンドファームの協調
制御など，実用化コストを踏まえた風力制御技術と蓄エネル
ギー風車制御技術と制御技術蓄エネルギー制御技術を開発
する。出力変動の緩和によって電力系統への影響を低減させ
るとともに，予測誤差を補正することで再生可能エネルギーの
計画発電を目指す。

図1　研究開発体制

2.4　実証試験
　東京都新島村の電力系統を実証フィールドとして，系統
運用者による，風力発電および太陽光発電の出力予測，出
力制御・抑制，既存電源および蓄電池等の蓄エネルギー
との協調運用制御等により，再生可能エネルギーを最大
限受け入れ可能な系統システムを構築し，実証する。

図3　予測情報を利用した制御の概念例

図4　需給シミュレーションシステム開発スコープ

図5　実証の概要
図 6　設備設置イメージ図
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研究項目

東光高岳としての取組
　東光高岳は，前述のランプ予測技術および蓄エネル
ギー制御技術を活用するとともに，需給シミュレーション
システム開発と実証試験の推進を担うことで，政府が掲げ
る再生可能エネルギー導入目標の達成に寄与する。
　更には，シミュレーションシステム開発により得られた

解析技術，実証試験の推進における風力発電設備，太陽
光発電設備，蓄電池設備，蓄熱設備等を監視制御する統
合制御システムと情報通信ネットワークシステム等の研
究開発を行うとともに，各設備の制御技術・運用技術・
保守技術を活用し，安定的な電力システムを構築する。
　今後は，再生可能エネルギーを最大限に活用できるシステ
ムの設計・運用・保守に関するコンサルティング，需給運用
制御システムサービスなどの提供を目指す。
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研究項目

東光高岳としての取組
　東光高岳は，前述のランプ予測技術および蓄エネル
ギー制御技術を活用するとともに，需給シミュレーション
システム開発と実証試験の推進を担うことで，政府が掲げ
る再生可能エネルギー導入目標の達成に寄与する。
　更には，シミュレーションシステム開発により得られた

解析技術，実証試験の推進における風力発電設備，太陽
光発電設備，蓄電池設備，蓄熱設備等を監視制御する統
合制御システムと情報通信ネットワークシステム等の研
究開発を行うとともに，各設備の制御技術・運用技術・
保守技術を活用し，安定的な電力システムを構築する。
　今後は，再生可能エネルギーを最大限に活用できるシステ
ムの設計・運用・保守に関するコンサルティング，需給運用
制御システムサービスなどの提供を目指す。
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最終スコープは，2030年頃の再エネ大量導入を想定した東地域電
力系統における電力需給の技術課題や課題解決の考え方の明確化

面

再エネ出力の予測・制御、火力や揚水発電の調整，蓄電池等の電力
貯蔵、系統評価を，客観性の高いロジックやモデルで構築した，多
地域電力系統の需給シミュレーションシステムの開発

想定故障や安定性評価における再エネ大量導入
の扱いに関する解析技術の理論的基礎※の確立
系統解析と需給シミュレーションシステムの連係

最終スコープは，特定地域を想定したものでは
なく，系統面の典型的な課題と対応の整理

短周期変動

長周期変動

Ramp 変動

系統事故時の大量脱落

面的拡大・偏在

慣性定数の減少

※ 再エネ導入比率が20%を超えるような超大量導入の領域における
不確実性や非線形性を扱う系統解析技術は研究段階

将来（2030年頃）の
再エネ大量導入の拡大

再エネ出力予測を考慮した需要特性の分析
再エネ出力の特性を，①信頼度評価（設備計画），
②需給運用計画，③周波数制御の観点から分析

再エネの予測技術や制御技術に求めるスペック
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